
 

 

2024年 9月 4日 

工作機械/工具や産業機器と、住設機器・家庭用機器などの専門商社・株式会社山善（本

社：大阪市西区、代表取締役社長：岸田貢司）の産業ソリューション事業部は、2024年 9

月 10 日(火)～13 日(金) の 4 日間、東京ビッグサイトで開催される「国際物流総合展

2024」に出展いたします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流業界においても「人手不足」は大きな課題です。また、いわゆる「2024 年問題」への

対応として、荷主企業はトラックドライバーの待ち時間の短縮に取り組む必要に迫られて

おり、「庫内物流の効率化」は大きなテーマとなっています。 

そこで当社の産業ソリューション事業部では、今回の展示会において、使用場所やシー

ン、牽引重量によってお選びいただける「横持ち搬送」に適した３つのタイプの AMR(自

律走行搬送ロボット)を、デモ走行を交えてご紹介します。なお、当社のオリジナル AMR

は今回の「国際物流展」が初のお披露目となります。 

「オリジナル AMR（牽引タイプ）」（参考出展） 

自動車メーカーであるスズキが電動車いすの足回りをベースに開発した電動モビリティ

ユニットに、自律移動ソフトウェアを搭載。φ280ｍｍの大型タイヤを採用しているので、

足回りが強く、ラフな床面（段差・傾斜）も走行できるタフな AMRです。手頃な価格とユ

ーザーインターフェースの良さも魅力です。 

「eve auto」 

ゴルフカートベースの EV 車両の AMR。傾斜や段差のある屋外環境で雨天や夜間でも走行

できるので、工場や物流施設内の建屋間等の搬送に最適です。 

「カチャカ プロ」 

専用の棚とドッキングし、庫内にて物品を搬送する軽量搬送（牽引能力約 30kg）の AMR

です。最小 55cm幅での狭路走行ができ、簡単操作で価格もリーズナブルなので、手軽に

導入できます。 

YAMAZEN 自動搬送ソリューション 
「国際物流総合展 2024」出展のお知らせ 

～当社オリジナル AMR も初披露！～ 



 

上記の３つの AMRの他、高所での荷物の積み下ろしを安全・スムーズに行えるステップ付

き台車「ピックカート」や、重いカゴ車の運搬作業を楽にできる牽引アシスト車も展示しま

す。 

庫内物流の効率化=「横持ち搬送」の自動化・省人化をご検討の方は、ぜひ当社ブース（東

2 ホール 2-205）までお越しください。 

 

<当社ブース 出展内容のご紹介> 

◆AMR 3機種 

商品名/ 

会社 

オリジナル AMR 

（牽引タイプ）/ 

山善（参考出展） 

「eve auto」/ 

eve autonomy 

「カチャカ プロ」/ 

Preferred Robotics 

画像 

   

主な 

利用 

シーン 

段差や傾斜のある 

ラフな床面での搬送 
建屋間搬送 屋内軽搬送 

牽引可能 

重量

（※） 

約 300ｋｇ 約 1,500ｋｇ 約 30ｋｇ 

特長 

・スズキが開発したユニ 

ットに、自律移動ソフ

トウェアを搭載 

・足回りが強く、ラフな 

床面（段差・傾斜）も 

走行できるタフな AMR 

・手頃な価格とユーザー 

インターフェースの 

良さも魅力 

・ゴルフカートベース

の EV車両 

・雨天や夜間でも 

走行可能 

・メンテサービスも 

充実 

・最小 55cm 幅での 

 狭路走行が可能 

・簡単操作かつ、 

リーズナブルなの 

で手軽に導入可能 

※牽引可能重量は、全て牽引台車や専用棚等の重量も含みます。 

 

 

 
 
 
 



 

<開催概要> 
名 称 「国際物流総合展 2024」 

会 期 2024年 9月 10日(火)～9月 13日(金) 

会 場 東京ビッグサイト 

※当社出展ブース：東 2ホール 2-205 

開 催 時 間 10:00～17:00 

U R L https://www.logis-tech-tokyo.gr.jp/ltt/ 

 

<会社概要> 

当社は、工作機械、産業機器、機械工具、自動化ロボットなど、世界のものづくりを支え

る「生産財」と、快適で便利な住まい・オフィス環境をつくる住宅設備機器や、くらしを豊

かに彩る生活用品などの「消費財」を提供する専門商社です。生産現場の自動化提案、脱炭

素社会へ向けた省エネ事業の推進、生活者のニーズを具現化した商品の開発など、変化する

時代に対応したソリューションを様々な分野で提供しています。 

そして、「産業ソリューション事業部」では、専門力を軸に、施工やシステムインテグレ

ート機能、商品力を強化し、ユーザーが直面する課題についてソリューションを提供してい

ます。 

 

 

今後も当社は、パーパスである「ともに、未来を切拓く」のもと、世界のものづくりと豊

かなくらしをリードしてまいります。 

 

 

（お問合せ窓口） 株式会社 山善 広報・ＩＲ室 担当 本井 

電話 06-6534-3095 

E-mail：info07@yamazen.co.jp 

 

 

 

 

 

 

※ ニュースリリースの内容は発表時のものです。 

閲覧いただいている時点では内容が異なっている場合がありますのでご了承ください。 


